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1664万人となっている O このような状況は、わが国に限ったことではない。 WorldTourism 













































人j がごく少数になり、楽しみを求め面白いことが起きるのを待つ受動的な f旅行者j が
増加したと述べている。このようなはわと「旅行j、もしくは「旅する人j と「旅行者j
の区別は、一般の人々にも共有されていることが示されている。難波・小平・久木山・布


















































観光客j であり、 f旅行者j は大なり小なり現地の生活に頼応性を示すが、 f観光客j は現
地の生活に順応しようとはしないものとして記されている。実証研究によって行動的特徴
による分類を行った研究例としては、 Pearce(I982)とYiannakis& Gibson(I992)があげら
れる。 Pearce(I982)は、 f旅行者j と「旅する人j をはじめ、 f行楽客JrヒッピーJr巡礼















る。 Mo，Howard& Havitz(1993)は、 Cohen(I972)の旅行者類型を測定する International
Tourist Role(ITR) Scaleを開発し、新奇性、もしくは親近性の高い目的地の選女子に関する
「目的地選好の次元j、規格化されたサーピスに関する f旅行サーピスの次元j、現地の人





























それに対して評価をしたり、感情を抱く段階である f回想Jである。他に vanRaaij(1986) 
















































くなされてきた(Crompton，1979; Dunn Ross & 1so・Ahola，1991; Fodness， 1994; Pearce， 
2005; Pearce & Lee， 2005; Ryan， 1998; Ryan & Glendon， 1998; {主々木， 2000; Yuan & 
McDonald， 1990など)。これは、観光動機が、旅行者が観光に対して期待しているベネフ
ィットや潜在的な満足次元を反映したものといえるため(Dann，1981; Dunn Ross & 
1so・Ahola，1991)、これまで多くの研究者の関心を集めてきたからだといえる。これら観
光動機の次元特性の解明を試みた研究に加え、新奇性欲求と呼ばれる個人特性に着目した








数多く行われてきた(Baloglu& McCleary， 1999; Echtner & Ritchie， 1991; Fakeye & 
































(Pearce， 1982; Yiannakis & Gibson， 1992)に加えて、因子分析などの手法を用いて、観光
地での活動内容を集約し、諸変数との関連を検討した研究がある(Pizam& Sussmann， 













乗客を対象に観光経験を Pine& Gilmore(998)の消費経験価値の 4次元(r教育的経験Jr現
実逃避的経験Jr娯楽的経験Jr審美的経験J)で捉えることを試みているし、 Bigne，Andreu 
& Gnoth(2005)は、テーマパークでの感情経験を Russell& Pratto(1980)の f楽しさ j と
f輿欝(覚醒)Jの 2次元で捉えた。他に、 Faullant，Matzler & Mooradian(2011)は、山岳
旅行者を対象として、感情経験を fスリルj と f楽しさjの 2次元で捉えた。また、 Neal，















仏le惇'e& Garau， 2009; Bigne， Andreu & Gnoth， 2005; Hui， Wan & Ho， 2007; Kozak， 
2001; Kozak & Rimmington， 2000; Neal & Gursoy， 2008; Pizam， Neumann & Reichel， 





































































































このような考えは、 Pearce& Caltabiano(1983)や Pearce& Moscardo(1985)によって実



































































































































Dunn Ross & Iso“AholaU99I)は、旅行者行動を理解する上では、動機と瀧足がそれぞ
れ重要な概念であることを指摘し、動機と満足の構造が類似していることを明らかにして













ある(Kim，Ritchie & McCormick， 2012)。旅行者自身の価値づけにもとづいた経験が残さ
れ、不必要な体験が淘汰されることで、ある観光経験は思い出となるのである。以上のこ
とから、思い出に残る fよい観光経験j と fわるい観光経験j それぞれの特徴を明らかに
することは、満足、もしくは不満足につながる観光経験とはどのようなものなのかを理解





















































































2011年に国境を越えた旅行をした人は、全世界で 9億 8千万人に上り、 2012年には 10








旅行者のそチベーションも、 pushfactor (発動要因)と pullfactor (誘引要因)という 2つの
















& McDonald(990)は 日本・フランス・ドイツ・イギリスの 4カ国で実施された調査か
ら、 push要因として「逃避Jr新奇性Jr威光Jr親族関係の強化Jrリラックス・趣味j
の5成分を、 pull要因として「予算Jr文化と歴史Jr手つかずの自然j などの 7成分を 4
カ霞共通に抽出している。また、 Ryan& Glendon(I998)はイギリス人観光旅行者を対象









らの逃避ー心理的報酬への希求j と「個人的"対人的j という 2つの基本的な次元に集約
できることを提案している。他には、Maslow(1943)の欲求階層説を態論的な枠組みとして、
観光動機を体系化しようとする試みもなされている(Kim，1997;Pearce， 1988， 1993， 2005; 
Pearce & Caltabiano， 1983; Pearce & Lee， 2005; Ryan， 1998;佐々 木， 2000)。その中でも






















と考えられている(Crompton，1979; Iso・Ahola，1982; Lee & Crompton， 1992)。旅行者の
選択行動と新奇性欲求との関係、に着目した研究では、個人が新奇性を求める傾向にあるの
か、それとも回避する傾向にあるのか、という個人特性の相違が目的地や旅行形態、の選択




なるものは旅行者が求める新奇性の強さである。また Pizam，Reichel & U riely(2002)は、




への訪問を好む、といった傾向があることを報告している。 Pizam，Jeong， Reichel， 

























旅先での行動に影響することが示されているにもかかわらず (Kozak，2002; Pizam & 












































Lee & Crom予ton(I992)のTNS、Fodness(I994)、Ryan& Glendon(I998)、佐々木(2002)、













態の選択に影響しているのかについて検討する。年齢層は 10代・ 20代の 413名を若年層










項目 因子1 因子2 宙子3 因子4 因子5 因子6 因子7 持覇空
第 1因子:刺激性(α=.82)
日本とは違う環境で新しい経験をしてみたい .76 .00 .06 ¥13 .03 '.05 '.01 .53 
旅先では、ドキドキするような興奮を感じたい .74 '.13 .04 '.10 .02 .01 .00 .50 
生活に変化を与えるために外国へ行きたい .63 .02 '.01 .08 '.03 '.22 .08 .55 
外国旅行をすることで、決まりきった生活から抜け出したい .62 '.09 ¥12 .21 '.03 .01 .12 .42 
同じ環境ばかりだと退屈なので、外国へ行きたい .49 .06 '.12 .22 '.05 .06 .04 .37 
旅先では、巨新しくて変化に富んだことをしてみたい .48 '.02 .07 .05 .01 .22 '.03 .40 
日本にはない文化や風習に触れたい .46 .42 .09 幽.04 '.03 .04 '.23 .42 
第 2因子:文化克聞(α=.78)
有名な遺跡や建築物を見てまわりたい
00 1l1-747598  14 
".02 .01 .02 .07 .57 
美術館や博物館で芸術品を見てまわりたい ¥12 ・.01 .04 ".05 .01 .01 .54 
現地の歴史や怯統についてよく知りたい ¥03 I .58 .11 .00 .00 '.05 .19 .54 
現地の芸能(音楽・演劇・踊り)を見聞きしたい ¥02 1 .48 .17 .05 .06 .05 ".07 .34 
第 3因子:現地交流(α=.82)
現地の人たちと仲良くなりたい ".04 
¥07111 ..97653 7 8100  
'.01 .00 ¥01 .72 
現地の言葉をおぼえて、地元の人たちと話したい '.06 . .7 .8 ¥12 .02 .00 .53 
他の悶からやって来た旅行者たちと仲良くなりたい .03 ヘ06 I .67 .00 .07 .01 .08 .58 
現地の人たちの暮らしぶりにふれたい .11 .12 ・.12 .04 '.08 '.01 .43 
第 4忠子.健康由復(α=.80)
日墳の生活で、たまったストレスを解消したい .00 .04 
01 1l巴.-876陥28 ー11
".03 '.04 .68 
日頃の生活で疲れた心身を癒したい ".05 .06 ".07 I .72 .07 '.01 .04 .53 
日頃の生活を忘れて、思し、きり羽根を伸ばしたい .11 '.08 .09 .68 .10 .00 '.08 .57 
第 5因子:自然体感(α=.79)
スケーノレの大きな自然を体感したい .10 ".06 '.10 
081  ii1.764847331  l 04 
.00 .62 
野山を散策して、身近に自然を感じたい ¥11 .01 .04 ".2 7 .1 .03 .60 
空気や水の美しさを感じたい ".06 .01 .04 .18 ・.08 .01 .51 
現地にしかない描物や動物を見たい .03 .35 ".03 .00 ・.05 '.06 .40 
第 6昭子:意外性(α=.72)
旅先では、はっきりとした目的地を決めず、流れに身をまかせたい .03 .05 '.10 ヘ01 .00 
i1-.73868 5 10 06 
.64 
行き当たりぼったりの旅行がしたい .06 .06 .04 ".08 .01 '.03 .60 
外国へ旅行をする時は、しっかりと日程や計画を立てておきたい .17 .06 '.01 .00 .06 .02 .34 
自分の思うとおり自由気ままに過したい .02 '.07 .10 .20 .09 .05 .31 
第 7菌子:自己拡大(αコ.81)
価値観や人生観を変えるきっかけにしたい .03 .05 ".05 '.09 '.03 .00 
l -9654吃ヨ3 1
.78 
自分自身を見つめなおしたい .00 '.01 .03 .00 .10 .00 .45 
いつもの自分とは違った新たな一面を発見したい .01 .02 .14 .14 ".05 .01 .47 
自分が成長できるような経験がしたい .16 .03 .19 “.04 .02 .05 .49 
因子間相関 1 .25 .54 .47 .27 .40 .55 
2 .47 .02 .44 '.14 .38 
3 .24 .42 .31 .63 
4 .26 .13 .46 




た。共通性が 0.30以下であった 6項目を除外し、国平子値1.00以上の基準で 7因子が抽出












よって、第 4因子は f健康回復Jと命名した。第 5因子は、 fスケーノレの大きな自然を体
感したし、Jr野山を散策して、身近に告然を感じたしリなどの 4項目が高い負荷量を示し
た。これらの項目は、自然と直接的に触れ合いたいとする気持ちを表していることから、









自然体感が α=.79、意外性が α=.72、自己拡大が α=.81、となり、十分な値が得られた。
(2)陪DSによる観光動機の布聾
次に因子関の構造を検討するため、因子聞の棺照行列を距離行列に変換し(ゐコ1.00-ri)、







• • 現地交流• 
/ 命1勘祉 ミラ、 • 














































機の中でも、若年層では特に f刺激性j と f意外性Jが高く、中年層では f健康回復j が
高く、高年嵐では f文化見開Jと「自然体感j が高いことが示された。
表 2・2. 年齢層]jfjで見る国子得点の平均値と標準偏差
刺激性 文化見開 現地交流 健藤田復 自然体感 意外性 自己拡大
若年層
.24 ".10 .11 .15 ".07 .25 .13 
(0.85) (0.91) (0.90) (0.87) (0.87) (0.83) (0.89) 
中年層
.02 ¥10 .04 .16 ".06 .13 .04 
(0.85) (0.93) (0.92) (0.80) (0.96) (0.86) (0.91) 
高年層
".43 .29 ".23 ".43 .20 ".59 ".27 
(0.94) (0.82) (0.97) (0.97) (0.88) (0.81) (0.96) 
若>中>高 両>務中 幸子中>品 務中>両 高>幸子中 幸子中>尚 掛中>両
表 2"3.各年齢層での多重比較の結果




若年層 d.健藤田復 n.s. d>b*・ n.s. 
e. 臨然体感 a>e** n.s. c>e** d>e** 
仁意外性 n.s. f>b** f>c** f>d* f>e** 
g. 自己拡大 a>g* g>b*合 n.s. n.S. g>e** f>g* 
a.刺激性
b.文化見開 n.s. 
c.現地交流 n.s. c>b* 
中年層 d.健藤田復 d>a* d>b*脅 n.s. 
e. 自然体感 n.s. n.s. n.s. d>e** 
ι意外性 n.s. f>b** n.s. n.s. f>e*脅




高年層 d.健康回復 n.s. b>d** c>d** 
e. 自然体感 e>a** n.s. e>c*曹 e>d*合
ι意外性 a>f b>r* c>f* d>f e>r* 




























































































7.50** 1.75 0.06 
アジア・アブジカ〉欧米
4.76* 3.08 0.00 
アジア・アフリカ>欧米
1.55 8.36** 0.23 
個人手配〉主催
0.12 0.56 0.02 
7.88** 0.49 0.01 
欧米>アジア・アフリカ
4.63* 44.81 * 0.23 
アジア・アフリカ>欧米
個人手配>主催

















主催 個人手配 訪問地域 旅行形態 交互作用
アジア・アフリカ
-.23 -.95 

















































































必要となろう。また「刺激性Jと f意外性Jの 2図子に関しては、刺激性因子が Lee& 
Crompton(992)の旅行者新奇性尺度の下位概念で、ある f日常性からの変化Jと「退屈緩








また、これら観光動機の 7因子構造の根底には、「不確実性一予測可能性j と f自己志
向一他者志向j とし、う 2つの基本次元の存在が示された。これら 2つの基本次元は人々の
普遍的な価値タイプの構造を反映したものだと考えられる。 Shwartz(I992)は、人々の価








































と自然体感の動機は、本物性への欲求(M08card& Pearce， 1986; Pearce & M08card， 1985) 
ともいえよう。 r本物性j とは、①歴史的価値を経験させるもの、②自然的価値を経験させ




























































































































& Godbey(1987)の3要協を階層的に捉えたモデル(Crawford，Jackson & Godbey， 1991) 

































本研究では、 JGSS-2010のデータを用いた。 JGSS-2010は、全国の 20歳...89歳の男
女9，000名を層化二段無作為抽出によって選定して実施された調査であり、A票(4，500名〉
とB票(4，500名)に分かれている。本研究で用いた B票の有効回答数は 2，496名であり、
















頻度で旅行(仕事以外で 1治以上)をしますかj としサ質問文に対して、 fl.月に数回Jf2. 









均よりかなり少なしリと f平均より少なしリを f低収入j、「ほぽ平均j を f中収入j、「平
均より多しリと f平均よりかなり多しリを f高i収入Jというカテゴリに変換した。階層帰







「問居配偶者あり j とし、 f2.53IJ居(単身赴任中)J もしくは注目IJ居(その他の理由)J と回
答した人、及び「非該当Jの人を「同居配偶者なしJとした。友人との会食頻度に関して














月に数回 3 (0.1 %) 7 (0.3%) 
月に l回程度 。 15 (0.7%) 
年に数回 30 0.3%) 139 (6.2%) 
年に l回程度 105 (4.7%) 569 (25.2%) 
数年に 1回程度 390 07.4%) 734 (32.5%) 
まったくしない/行きたくない 1719 (76.5%) 796 (35.2%) 
無回答 111 98 








月に数回 18 (0.8%) 46 (2.0%) 
月に 1回種度 52 (2.2%) 239 00.2%) 
年に数回 699 (30.0%) 1138 (48.7%) 
年に 1回程度 596 (25.5%) 597 (25.5%) 
数年に 1回程度 418 07.9%) 169 (7.2%) 
まったくしなし、/行きたくない 550 (23.6%) 149 (6.4%) 
無回答 25 20 




うに変換したものを用いた。国内旅行の実施頻度の「月に数回Jr月に 1回程度j を f国
内高頻度j とし、「年に数回j を f閣内中高頻度J、f年に 1回程度Jを f国内中低頻度j、
「数年に 1回程度j を「国内低頻度j、fまったくしないJを「国内無頻度j とした。同様
に海外旅行の実施頻度に関しでも「月に数回Jr年に数回Jr年に 1回程度Jを「海外高頻
度J、「数年に 1間程度Jを「海外中頻度j、fまったくしないj を f海外無頻度j とした。
(2)観光動機の度数分布
表 3-3は、観光動機の度数分布を示したものである。 f文化Jr娯楽Jr癒しJr自然j と
いった動機を選択した人はそれぞれ 50%前後であるが、「交流Jr刺激Jr自己j といった




旅行先の文化にふれる(文化) 1193 (50.96%) 
旅行先の人々とふれ合う(交流) 414 07.68%) 
家族や友人との関係を深める(関係) 1037 (44.30%) 
刺激的な経験をする(刺激) 237 00.12%) 
翼い物や食事を楽しむ(娯楽) 1270 (54.25%) 
ストレスを解消する(癒し) 1155 (49.34%) 
自然を楽しむ(自然) 1294 (55.28%) 
自由気ままに過ごす(自由) 732 (31.27%) 
自分自身を見つめなおす(自己) 172 (7.35%) 
その他 50 (2.14%) 
特にない 120 (5.13%) 
(3)年齢眉別の自己組織化マップ










n % n % n % 
国内旅行の実施頻度
国内高頻度 16 ( 2.61 ) 18 ( 2.17 ) 36 (4.04 ) 
国内中高頻度 175 (28.50 ) 228 ( 27.50 ) 296 ( 33.26) 
田内中低頻度 166 ( 27.04) 221 (26.66 ) 209 ( 23.48) 
国内低頻度 119 ( 19.38 ) 176 ( 21.23 ) 123 ( 13.82) 
器内無頻度 138 ( 22.48 ) 186 (22.44 ) 226 ( 25.39) 
海外旅行の実施頻度
梅外高頻度 43 (7.13) 40 ( 4.96) 55 ( 6.57 ) 
海外中頻度 120 ( 19.90 ) 153 ( 18.96 ) 117 ( 13.98 ) 
海外無頻度 440 (72.97 ) 614 ( 76.08) 665 ( 79.45) 
性別
男 277 ( 44.89) 366 ( 44.04) 446 ( 49.01 ) 
女 340 ( 55.11 ) 465 (55.96 ) 464 ( 50.99) 
居住地域の規模
大都市 154 ( 25.00) 171 ( 20.60) 176 ( 19.38 ) 
中小都市 258 ( 41.88 ) 375 ( 45.18 ) 401 (44.16) 
町村部 204 ( 33.12 ) 284 ( 34.22) 331 ( 36.45) 
世帯収入のレベル
収入高群 85 (13.87) 147 (17.75) 92 (10.21) 
収入中群 281 (45.84) 364 (43.96) 357 (39.62) 
校入低群 247 (40.29) 317 (38.29) 452 (50.17) 
階層帰属意識
上層 60 ( 9.76 ) 94 ( 11.35 ) 83 ( 9.18 ) 
中層 284 ( 46.18 ) 403 (48.67 ) 401 ( 44.36) 
下層 271 (44.07 ) 331 (39.98 ) 420 (46.46 ) 
学歴
高卒以下 279 (45.37 ) 463 ( 56.12 ) 693 (76.49 ) 
大卒以上 336 (54.63 ) 362 (43.88 ) 213 ( 23.51 ) 
同居配偶者の有無
問自己あり 324 ( 52.51 ) 669 ( 80.51 ) 711 ( 78.13) 
同配なし 293 ( 47.49) 162 ( 19.49 ) 199 ( 21.87 ) 
友人との会食頻度
会食高頻度 158 (25.73 ) 142 (17.17) 158 ( 17.67) 
会食中高頻度 226 (36.81 ) 263 ( 31.80 ) 247 ( 27.63) 
会食中低頻度 159 (25.90 ) 284 (34.34 ) 261 ( 29.19) 
会食無頻度 71 (11.56) 138 ( 16.69 ) 228 ( 25.50) 
観光動機
文化 322 (52.19) 441 ( 53.26 ) 430 ( 47.99 ) 
交流 109 ( 17.67 ) 140 ( 16.91 ) 165 ( 18.42 ) 
関係 282 ( 45.71 ) 378 (45.65 ) 377 (42.08 ) 
刺激 131 ( 21.23 ) 68 ( 8.21 ) 38 ( 4.24) 
娯楽 412 (66.77) 481 ( 58.09) 377 ( 42.08) 
癒し 371 ( 60.13 ) 464 ( 56.04) 320 (35.71) 
自然 298 ( 48.30) 452 ( 54.59) 544 ( 60.71 ) 
自由 263 ( 42.63 ) 264 ( 31.88 ) 205 ( 22.88) 








。娯楽 中小鶴都係市 鴎a 館内中低会。金大高欝策。交麟流滋 収。入高 海。-上外嬉高




。叫 議下卒膳以下 i波。入低 閣O内無
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句女l¥性3儀 O 文化 会。食中高 収。入織
。癒自し然 中。小関銃係市
。自底 題O肉中低 会。大食都演市 海。よ外繕薦
M吋


























。自然 O 娯楽 大O卒以上
O 隣保
O 男性 中。小鶴市 会。食癒中し低 会。食中高 O 交流 海O外ct 阪。上入謄議





















































































よると、旅行の同行者は 20代前半では友人が約 5割を占め、 30代後半では約 7割が家族
となり、 50代以上では夫婦が 3割以上を占めるようになることが報告されている。また、
団塊世代を対象とした調査でも、 60歳以降に一緒に旅をしたい人という関に対する回答は、





































る。第 2章で述べたように旅行者モチベーションには、 push要因と pull要阪の 2つの側





































究が行われてきた(Echtner& Ritchie， 1991; Fakeye & Crompton， 1992; Gallarza， Saura 
















ギリスの 4カ国で実施された調査から、 5つの push要因に加えて、 pull要因として f予
算Jr文化と歴史Jr手つかずの自然Jr旅行のしやすさJr国際的環境Jr設備Jrハンティ
ングj の 7成分を 4カ国共通に抽出している。 Fakeye& Crompton(I992)は、来訪問者、





















































メージに関するお本の先行研究をテーマによって分類している。 Gallarza，Saura & 
Garcia(2002)も、 1971年から 1999年にかけて発表された観光地イメージに関する 65本
の研究をテーマにもとづいて分類した結果、 f概念化と次元j を扱った研究が 31本、 f観
光地イメージの形成過程j を扱った研究が 20本、 f観光地イメージの評価と測定j に関す
る研究が 36本、「地理的な縞たりが観光地イメージに及ぼす影響j に関する研究が 8本、
f観光地イメージの変遷jに関する研究が 10本、 fイメージ研究における地域住民の役割j

































































































Kaminoff， 1983; Russel， 1980; Russel & Pratt， 1980)0 ~也には、 Baloglu & Bringerg(I997) 
































































































している。 Oku& Fukamachi(2006)は、箕面国定公園を訪れた 81組のグ、ループを対象に
VEPを用いて調査を実施し、 1377枚の写真から、子連れの家族や若者グ‘ノレーブ。は fイベ
ントj 系の写真が多く、年配グ‘ノレーフ。は f場所j 系の写真が多いなど、来訪者と景観認知
や活動との関連を明らかにしている。杉本(2011)は、デジタルカメラを用いた VEPによっ
て、東京都の都市公鴎で調査を実施し、その利点と問題点について報告している。他に、
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ラティブを引き出す方法である f写真・ナラティブ誘出法(PhotoEliciting Narrative 















































6次元と f過剰開発と混雑Jr施設の粗悪さj の不満足 2次元を明らかにし、それらが全体
的満足と紹介意向に及ぼす影響について検討している。他には、旅行者の出身国の違いが
個々の属性に対する満足レベルにどのように影響するかを検討した研究もみられる(Hui，
Wan & Ho， 2006; Kozak， 2001; Yu & Goulden， 2006)。これらは、観光地の諸濡性に対す
る認知的評価から旅行の全体的な満足を説明しようとした研究であるが、近年では、従来
の認知的評価からのアプローチに加えて、感情的なアプローチが必要であると考える研究
者も存在する。たとえば、 Bigne，Andreu & Gnoth(2004)は、訪問前の期待と実際との不
一致(認知的評価)と、テーマパークでの感情経験が満足に与える影響について検討した。




















している。また、 DunnRoss & Iso・Ahola(199I)は、旅行者行動を理解する上では、動機
と満足がそれぞれ重要な概念であることを指織し、動機と満足の構造が類似していること
を明らかにしている。 Lounsbury& Polik(1992)は、欲求充足の程度と旅行満足の関連に






























































































































実施された旅行日数の平均値は 3.0613 (SD=2.92)、中央値は 2.00日であり、同行者は
f家族・親せきJ98名(23.3%)、「恋人J41名(9.7%)、「友人J254名(60.3%)、「ひとり旅j
22名(5.2%)、無回答 6名(1.4%)で、あった。 JTBF旅行者動向調査(財団法人日本交通公社，

































".01 ".01 .06 .77 
ゆったりした ".01 .00 ".02 .79 
のどかな '.10 .00 .11 .58 
くつろいだ .10 .09 ".13 .60 
第 2関子:ポジティブ、活性(αコ.81)
活気のある ".13 .75 .04 .04 .53 
元気な .01 .75 .02 ".08 .57 
興奮した ¥15 .72 .04 .19 .52 
磁気な .11 .67 .06 ".06 .47 
楽しし、 .13 .62 ".10 ".01 .49 
第 3因子:ネガティブ不活性(α=.83)
さみしい ".03 .11 
‘9669 8 75
".09 .85 
もの悲しい .05 ".06 .06 .54 
せつない .15 .06 .03 .43 
孤独な ".11 ".11 .05 .57 
第 4因子:ネガティブ、活性(α=.70)
びくびくした .02 .03 ".06 .68 .42 
不安な .00 ".11 .12 .67 .58 
緊張した .01 .09 .07 .60 .39 
驚いた .05 .32 ".11 .53 .31 
神経質な .00 ".20 .09 .48 .36 

















項目 因子1 因子2 悶子3 因子4 持圏全
第l因子:自己拡大(α=.82)
自分自身を見つめなおすことができた .70 ".06 ".06 .15 .52 
新しし、ことに挑戦することができた .68 .05 ".12 ".06 .40 
精神的な強さを身につけることができた .68 .00 .09 ヘ14 .49 
自分の新たな一部を発見することができた .66 ".01 .05 .00 .47 
生活や生き方について考えることができた .61 ".02 .05 .1 .44 
自分の能力を向上させることができた .55 ".02 .06 ".07 .32 
他の入ができないような体験をすることができた .48 ".01 .14 ".05 .30 
第2困子:関係強化(αヱ.88)
開行者と親ぼくを深めることができた ".16 .85 .08 .01 .71 
伺行者と大いに語り合うことができた ".07 .83 .03 ".02 .68 
間行者と今まで、以上に仲良くなることができた .03 .78 ".09 .12 .69 
間行者品、ろいろな体験を共有することができた ".05 .76 .07 ".02 .56 
間行者の新たな一部にふれることができた .27 .66 ".01 ".09 .50 
第3因子:知識獲得(α=.81)
旅行先の歴史について学ぶことができた ".04 .02 .81 ".05 .61 
旅行先の文化について理解を深めることができた .00 .08 .77 .02 .60 
本物の文化を肌で感じることができた .08 .02 .69 ‘.05 .51 
旅行先の自然について知ることができた .08 .03 .47 .18 .34 
旅行先で暮らす人々の生活を知ることができた .29 ".12 .39 .05 .36 
第4国子:健康回復(α之 .81)
日壌の疲れを議すことができた ".10 ".04 
071111.88559 7 3 1 
.74 
十分に休養することができた ".20 ".08 .1 .73 
心にゆとりが生まれた .29 .09 ".09 .52 
日頃のストレスを解消することができた .15 .15 ".14 .38 
1 .08 .43 .22 



































家主主 98 3.77(79) 
例行者 I:8.:人 油 3.鮪 (85) .27 恋人 41 4.21(67) 29 凶行者 I .42 
友人 148 3.71(1.04) 友人 247 4.22(64) 
ひとり 22 3.42(1.23) ひどり 22 4.08(81) 
自然 136 3.94(田} 21 自然 135 4.10(71) 
E語史 52 4.01(82) .25 歴史 52 3町82(66)
観光地 i郷市 73 3.関(1.05) .67 観光地 都市 73 4.27(63) I .46 
温泉 64 4.43(ー48) 話量泉 66 3.船(78)
TPark 84 3.11(部〉 TPar孟 85 4.36(61) 
近距雛 160 3.92(.叩) 近鉄.縄駐 162 4∞(70) 
距縦 i 中距離 122 3.72(1.11) .03 E長繊 中霊長縦 121 4.08(.69) I .13 
j会E長継 128 3.56(1.04) 透E担緩 129 4.28(.71) 
凶G・1.ポジティブ不活性の数量量化 I鎖 凶6・2ポジティブ活性の数量化 I鍛
家族 部 1.84(69) 
同行持 i 延長人 41 1.32(.59) ~人 41 2.08(.切).68 同行者 I .49 
友人 246 1.52(.71) 友人
ひどり 22 2.48(1.03) ひとり
自然 135 1.66(77) 自然 133 2.18(部)
歴史 52 1.74(91) 控室史 52 2.03(.72) 
観光地 l都市 72 1.50(66) .19 観光地 都市 72 2.∞(76) I .37 
溢泉 67 1.53(.81) 話量泉
TPar孟 83 1.39(61) TPark 84 2.関(71)
近距雛 161 1.55(.76) 近~縦 162 1.97(77) 
認2鰍 Irfl釘1縦 121 1.48(62) .13 i'i縦 中距離 120 1.99(.76) I .14 
途鈴1員長 128 1.63(.81) 員長距興産 126 2.13(72) 
If=.12山

















アイテムiカテズジJ 亀T 1t:NCfT:"iも i寄与遺伝 アイテム iJテゴ9 N M恕1)) 害容主益率 カテゴlJ:~スロア
家族 95 2.55(87) 家族 98 3.53(82) 叩土




友人 247 4.34(57) 
ひとり 22 3.59(.94) ひとり 22 2.30(1.39) 1・1.81
自然 135 2.91(92) 
歴史 関 2.77(90) 
自然 136 4.07(.87) 
岨叫l 
貴重史 51 3.91(84) 
綴光地 i都市 71 2.98(90) 1 .20 鋭光地 都市 73 3.99(94) .07 
j鼠泉 66 2.49(.67) 溢糸 67 4.12(85) .01 
TPark 84 2.66(73) TPar註 84 4.12(85) .∞ 
近距離 158 2.64(.80) 近距離 161 4.10(80) '.01 
距離 i中距離 121 2.75(83) I .21 現1雌 中E長縦 123 4.02(84) 04 '.04 
述距離 1281 2.98(87) i議総s向車 128 4.05(98) .05 
R2=.1l・H が=.37山
関6・5.自己拡大の数散化 l鎖 CiQ6・6関係強化の数量主化 1綴
:ペアイテム カデゴ9 N二:号線機j議榊:1
家族 家族 部 3.76(87) 
将行者 i恋人 恋人
41 3.83(部〉
.11 !持行者 1 .21 
友人 友人 246 3.78(92) 
ひとり ひとり 22 3. 57U. 04) 
自然 n然 135 3.79(.叩)
陣表5包 院長ぜ: 51 3.68(.75) 
観光地 i都市 .67 観光地 初irti 72 3.69(.91) 1 .67 
話通糸 j銭泉 66 4.24(64) 
TPark TPark 84 3.5I(89) 
近距縦 近距離 158 3.84(91) 
i!離 i 中E京高証 .23 i!雌 rpi!長縦 122 3.71(87) 1 .12 
遠距向車 途it!灘 129 3.72(93) 











で見出された 4因子のうち 3因子は佐々木(2007)が提唱する旅行者の経験価値の 4特性と
9唱
第E部 旅行中の心理・行動過種
の対応づけが可能である。具体的には、ポジティブ活性は f面白さj と f新しさJに対応






























































































































































予測しようとするものであり Wegre& Garau， 2009; Kozak & Rimmington， 2000; 









もみられる。たとえば、 Hosany& Witham(201I)は、 f教背的経験Jr現実逃避的経験Jr娯
楽的経験Jr審美的経験j としづ経験価値(Pine& Gilmore， 1998)の4因子を観光経験とし
て捉え、クルーズ客船の乗客を対象とした調査を実施した。そして、経験価値と全体的満
足と紹介意向の関連を検討した結果、それぞれ船内での「娯楽的経験j と船内のデザイン




緒的価値Jr社会的価値Jr新奇的価値j のうち f社会的価値j を除く 4つの価値が旅行満



















































調査協力者は 593名であり、性別構成は、男性 310名(52.3%)、女性 283名(47.7%)であ
った。年齢構成は、 20代 111名(18.7%)、30代 114名(19.2%)、40代 122名(20.6%)、50

















行を実施した年月、 3.出発から帰宅までの旅行日数、 4.同行者 (r配偶者Jr恋人Jr子どもj
f親Jr親せきJr友人Jr職場・学校などの団体Jrひとり旅Jrその他jの中から複数選択)、



























とから f緊張解消j と解釈した。第 2図子は、旅行先で出会う人々との交流を求める 4項
目が高い負荷量を示したことから f現地交流j と解釈した。第 3因子は、旅行先での経験
を通して自己変革を遂げようとする 7項目が高い負荷量を示したことから「自己拡大j と
解釈した。第 4因子は、主に旅行先の文化や歴史に対する興味に関する 4項目が高い負荷
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静同県 23名(6.1%)、長野県 23名(6.1%)で、あった。海外旅行の目的地上位 5つは、韓国 10


















た。閤有値の減衰状況から 7因子構造を採用した結果が表 7・2である。第 l因子は、旅行
先の文化や歴史についての学習に関する 5項目が高い負荷最を示したことからf知識獲得j
と命名した。第 2陸子は、旅行先で自然と接したことに関する 5項自が高い負荷量を示し
たことから f自然満喫j と命名した。第 3因子は、同行者との粋の強化に関わる 5項目が
高い負荷量を示したことから f関係強化j と命名した。第 4因子は、心身の疲労回復に関



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































から「自己省察j と命名した。第 7因子は、変化や刺激を経験できたことに関する 5項目










項目 因子 1 共通性
第 1悶子:旅行満足(a=.91)
その旅行をしたことにとても満足している .86 .74 
その旅行を心から楽しむことができた .85 .72 
その旅行は自分にとって価値のある経験だ‘った .83 .68 
その旅行は期待以上のものだった .82 .67 
その旅行を忘れることはないと思う .75 .56 
同じ旅行を友人や家族にも勧めたい .68 .46 
いずれ間じ旅行をしたいと思う .66 .43 
(5)旅行経験数を用いた旅行者の類型化
調査対象者の国内旅行経験数については、訪問県数が 11=17.97，SD=ll. 73， .Mir-=1， 


























緊張解消 現地交流 自己拡大 文化見開 自然体感 意外性
旅行経験低群
3.89 3.02 3.42 3.48 3.65 2.91 
(.62) (.88) (.62) (.76) (.73) (.76) 
旅行経験高群
3.95 3.24 3.48 3.72 3.97 2.99 







λ，f SD 嫡器密尋 自然鵠喫 関潟挺ヒ 鰭翁境変 隠系青銭 自己議寮 新奇体験
知識獲得 3.02 .94 
自然満喫 3.09 .99 .45** 
関係強化 3.25 1.06 .20** .24** 
経験評価 健療回復 3.70 .78 .29** .44** .38** 
関係形成 2.68 .89 .55** .40** .19** .30** 
自己省察 2.62 .76 .59** .46** .12* .28** .72** 
新奇体験 3.24 .81 .52合* .33** .30** .42** .57** .56** 
旅行満足 3.87 .73 .34** .33** .42** .65** .32** .29** .52** 
知識獲得 3.32 .82 
自然満喫 3.58 .83 .31** 
関係強化 3.45 .91 .14 .36** 
経験評価 健康盟復 3.74 .65 .14 .47** .30** 
関係形成 2.93 .96 .59** .40** .36** .20* 
自己省察 2.73 .80 .57** .38** .30** .19* .68** 
新奇体験 3.37 .70 .45** .37** .37** .27** .60** .50** 






























































張解消(佐々 木， 2000)と健康回復(第 2章)を反映したものである。自己省察の評備は、自己





































































































究(Pearce，1982)では、 f写真を撮るJr有名な場所へ行く Jr地域の人々を理解するj など




も行われている。たとえば、 Lehto，O'Leary & Morrison(2004)は、旅行者の活動内容は「自
然Jr文化伝統Jr買い物と食事JrエンターテイメントJr企画ツアーJrアウトドアJrス
ポーツとダンスjといった 7因子で構成されることを見出した。また、Littrell，Baizerman， 







































とを意味する(Moscardo& Pearce， 1986; Pearce & Moscardo， 1985)。本邦では、佐々木


















動機や活動内容が異なることが報告されている (Fakeye& Crompton， 1992; Lehto， 
O'Leary & Morrison， 2004; Lau & McKercher， 2004)。このような再訪問者と初訪問者の
行動特徴の相違については、偲々の研究で取り上げられる観光地が異なるために一貫した
傾向は認められていないが、 Lehto，O'Leary & Morrison(2004)は、再訪問者は興味や関心
が焦点化されることで、活動の種類が限定的になることを明らかにしている。つまり、観














調査協力者は 593名であり、性別構成は、男性 310名(52.3%)、女性 283名(47.7%)であ
った。年齢構成は、 20代 111名(18.7%)、30代 114名(19.2%)、40代 122名(20.6%)、50

















過去の旅行経験数の単純集計は、国内旅行での訪問県数が λ作 17.22，S.D=11.71， Min=l， 




これらの平均値からクラスタ 1を f低年層j、クラスタ 2を「中年層・経験低群j、クラス




cluster1 27.51 9.23 1.86 
(N-=110) (3.71) (4.81) (2.57) 
cluster2 43.62 8.02 2.03 
(N-=141) (6.83) (3.83) (2.38) 
cluster3 61.69 16.06 3.41 
(N-=93) (3.67) (7.57) (3.62) 
cluster4 41.46 24.39 5.60 
(N-二114) (8.32) (7.36) (4.80) 
cluster5 59.71 36.54 9.80 























































































































































































単語 頻度 単語 頻度 単語 頻度
人 62 車 18 修学旅行 10 
沖縄 38 島 18 街 9 
家族 34 温泉 17 ツアー 9 
北梅道 34 オーストラリア 16 盤史 9 
景色 33 気持ち 16 計画 9 
食事 31 感動 16 有名人 9 
海外 31 親 15 最高 9 
現地 30 京都 14 美術館 9 
体験 29 アメリカ 14 鉄道 9 
自然 29 満喫 14 親切 8 
友人 27 ディズニーリゾート 13 東北 8 
自分 26 思い出 13 一緒 8 
子ども 25 おいしい 13 好き 8 
指泊施設 24 去を山 12 印象 8 
楽しし、 23 動物 12 天気 8 
新婚 23 日本 12 時間 8 
美しい 23 マリンレジャー 11 ドライブ 8 
多い 20 史跡 11 ρ-， 、 8 
ノ、ヮィ 20 恋人 11 場所 8 
海 20 ヨーロッパ 10 見物 8 
山 19 イタリア 10 















単語 頻度 単語 頻度 単語 頻度
指泊施設 45 不味い 11 怖い 7 
食事 41 温泉 10 ドライバー 7 
体調不良 39 荷物 9 料金 7 
飛行機 25 汚い 9 客 7 
悪天候 23 京都 8 現地 7 
友人 22 間行者 8 帰り 7 
パス 20 新婚 8 天候 7 
中国 19 家族 8 アメリカ 6 
喧嘩 14 t霞 8 オ…ストラワア 6 
タクシー 14 人 8 トイレ 6 
盗難 13 途中 8 思い 6 
職場 13 梅外 8 移動 6 
計画 13 鉄道 8 空港 6 
車 13 沖縄 8 交通 6 
ツアー 11 韓菌 8 食堂 6 
夜 11 北海道 8 
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クラスタ 3には、高年層が含まれており、 f温泉Jrトイレj といった水田りに関する語

































































































































































































































































































































































































ィティに影響を与えることが報告されている(Haggard& Williams， 1992; Kelly， 1983; 
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